
 国立能登青少年交流の家  

 

令和５年度 教育事業 法人ボランティア自主企画事業 

「のともキッズ 2023」 

 

１ 趣旨 

五感を使った自然体験を通して、新しい発見や達成感を得る。また、グループでの仲間づくりを

通して、参加者の主体性を引き出す素地を養う。 

 

２ 日程 

（１）期日：令和５年８月20日（日）～22日（火） 

（２）参加者：小学３年生14名（男子４名、女子10名）、小学４年生８名（男子４名、女子４名） 

          ボランティア９名 

（３）研修内容 

８月２０日（日）【テント泊】 ８月２１日（月）【テント泊】 ８月２２日（火） 

9：00 

10：00 

11：30 

12：30 

 

14：00 

15：30 

18：30 

20：30 

22：00 

受付 

アイスブレイク 

昼食（持参弁当） 

テント設営 

入所オリエンテーション 

探検バッグ作り 

能登を探検！ 

夕食（食堂） 

入浴・シャワー 

消灯・就寝 

6：00 

7：00 

7：20 

8：00 

9：00 

12：30 

13：30 

14：30 

16：00 

20：00 

起床・洗面・清掃 

フレッシュタイム 

海岸への冒険！ 

朝食（注文弁当） 

砂像造り 

昼食（食堂） 

休憩・昼寝 

火付け体験 

野外炊飯（カレー） 

キャンプファイアー 

入浴・シャワー 

消灯・就寝 

6：00 

7：00 

 

8：30 

9：30 

12：30 

13：30 

 

15：00 

16：00 

起床・洗面・清掃 

朝食 

（カートンドッグ） 

テント撤収・点検 

森のレストラン 

昼食（注文弁当） 

探検記録作り！ 

（フォトフレーム） 

ふりかえり 

解散 

 

３ 成果と課題 

（１）活動プログラムの実際 

①本部ボランティア３名、各班２名ずつボランティアが関わり、子どもたちの発見を促し、意見を 

引き出していた。 

  ②野外炊飯では、水のアクシデントがあったが、子どもたちが協力して行っていた。また、最終 

日の森のレストランでは、班で話し合いながら自然物を用いた“料理”を作り上げた。 

 



（２）アンケート結果について 

①教育事業アンケートの満足度（「満足」の評価）は、事業全体において72％（16/22）、事 

業プログラムにおいて１日目は64％（14/22）、2日目は59％（13/22）、3日目は77％ 

（17/22）であった。 

②アンケートの記述には「チームワークをつくって協力ができたから」「上手にできなかったけ 

ど、励ましあいをすることができた」「これからもチームワークを大切にしていきたい」という 

意見があった。 

 

（3）成果と課題 

①成果 

・広報はＨＰと郵送で行った。ＨＰからは10人、知人や友人の紹介・いしかわ子ども自然学校で 

は10人、チラシからは3人の申し込みがあった。多くの申込があり、当初18人にしていた参加 

者を22人受け入れた。 

・ボランティアでは、他施設のボランティア２名が参加した。 

②課題 

・今年度に入ってから、事業実施が決まったため、準備の時間が足りない面もあった。次年度の 

事業を検討する際に合わせて実施を検討する必要がある。 

・広報計画などをボランティアと年度当初にすり合わせ、早め早めの行動になるよう、声かけを 

行う必要がある。 

 

４事業の様子 

 

【ネイチャーゲーム】 【砂像造り】 【森のレストラン】 

【キャンプファイヤー】 【集合写真】 


